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経済化と柔軟なネットワーク構築を実現するIP-based RAN特集

IP化 無線装置 経済化
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＊1 OFFICEED®：IMCS（＊5参照）導入ビル内の
エリア限定で提供されるグループ内定額通話サー
ビス．FOMA端末による構内通信を可能にする．
㈱NTTドコモの登録商標．

＊2 ATM：セルと呼ばれる固定長のフレームを
逐次転送する通信方式．

＊3 サービス品質：サービスごとに設定される
ネットワーク上の品質．使用帯域の制御に
より遅延量や廃棄率などの制御が行われる．

＊4 HSDPA：W-CDMA方式に基づくダウンリ
ンクの高速パケット伝送方式．3GPP規格上
の下り伝送速度は，最大約14Mbit/sであ

る．移動端末の電波受信状況に応じて，変
調方式と符号化率を最適化する．

＊5 IMCS：高層ビルや地下街などの携帯電話が
つながりにくい，あるいはつながらない場
所でも通信を可能とするドコモのサービス
システム．
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かつひこドコモはFOMA無線アクセスネットワークへのIPトランスポート適用を行う

IP-based RANの導入によって，ネットワーク構築の経済化，簡易かつ柔軟なネ

ットワーク構築，OFFICEED
®＊1
などの新規サービス提供や将来の機能高度化への

拡張性の確保を図る．

1. まえがき
FOMA無線アクセスネットワーク

にIPトランスポート適用を行うIP－

based RAN（IP－based Radio Access

Network）は，2006年4月にIP化対応

無線ネットワーク制御装置（IP －

RNC：IP－Radio Network Controller），

IP 化に対応した無線基地局装置

（BTS：Base Transceiver Station）とし

て，9月に屋内小型BTSであるIP－

BTS，10月に屋外高密度マルチバンド

BTSによって運用が開始された．

本稿では，IP－based RANの導入目

的，ネットワーク構成，ネットワーク

を構成する各装置の概要を述べる．

2. IP-based RAN導入
の目的

IP－based RANは以下の目的のため

に導入された．

aエントランス回線のIP化による伝

送路の経済化

FOMAネットワークには導入当初

よりATM（Asynchronous Transfer

Mode）＊2技術が適用されてきた．ATM

は，音声／データ／画像などのさまざ

まな通信を1つの伝送路上でそれぞれ

のサービス品質（QoS：Quality of

Service）＊3に基づき効率よく送受でき

るという，FOMAが目指すネットワー

クの要求を満たすものであった．とこ

ろが，2006年8月のHSDPA（High

Speed Downlink Packet Access）＊4導入

に象徴されるように，近年はパケット

通信のトラフィック量が増大し，その

傾向は今後も続くと予想されることか

ら，広帯域通信をさらに経済的に提供

可能であり，QoS制御の普及も進んだ

IP伝送路により，ネットワークを構築

することが要請されるようになった．

s経済的かつ柔軟なネットワーク

の拡張

FOMAネットワークの拡大が進みユ

ーザ数も増大するにつれ，ネットワー

クの容量拡大に加え，電波の届きにく

いビル内，地下などのサービスエリア

化が積極的に進められている．IP－based

RANの導入により，そのようなエリア

に対してIP－BTSを適用すれば，LAN

を用いてネットワークを構成でき，従

来技術に比べ柔軟かつ経済的にIMCS

（Inbuilding Mobile Communication

System）＊5を構築することが可能とな

る．またIP－RNCは，IP－BTSのよう

な小容量基地局を多数収容可能として

おり，ネットワークを経済的に構築可

能となる．

d経済的かつ拡張性のある装置

の開発

IP化により，ネットワーク機器とし

て汎用のIPルータ，スイッチなどの

適用が可能となる．さらに各装置につ

いても，汎用技術の適用などにより装

置自体の経済化が図られている．IP－

RNCは aTCA（ advanced Telecom

Computing Architecture）＊6規格対応の

汎用ブレードサーバ＊7やCGL（Carrier

Grade Linux）＊8などの汎用技術の適用

により経済化を図りつつ，今後想定さ

れる新たなサービスの導入やさらなる

パケット通信の高度化・高速化を担う

ための拡張性を考慮した構成となって

いる．IP－BTSは，送信出力および収

容能力を屋内用に特化することで装置
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の大幅な小型化，経済化を実現してい

る．また高密度マルチバンドBTSは送

信電力増幅部（AMP：AMPlifier）と

変復調部（MDE：Modulation and

Demodulation Equipment）との間に標

準仕様のCPRI（Common Public Radio

Interface）＊9を採用し，共通化による経

済化を図っている．

fOFFICEEDサービスの導入

IP化されたコネクションレスなネッ

トワークでは，フレームのあて先を指

示するだけで通信経路の設定が可能で

あることから柔軟なルーティング制御

が可能である．このメリットを用い，

今後成長の期待できる企業向け構内通

話サービス「OFFICEED」の提供を行

う．OFFICEEDはIP－BTSと専用の付

加装置である基地局間データ転送装置

（ BS－ DTM： Base Station－ Data

Transfer Module）により，登録メンバ

間のOFFICEEDエリア内での定額通

話を提供するサービスであり，2007年

2月にサービスが開始された．

3. IP－based RANの構成
IP－based RANの構成を図１に示し，

各装置の機能を以下に述べる．

a IP－RNC

IP化に対応したRNCで，IP－BTS，

BS－DTMなどのIP－based RAN装置の

ほか，従来のATMベースのBTSの収

容も可能である．無線アクセスネット

ワークにおける呼接続制御，ハンドオ

ーバ制御などを行う．

s IP化対応BTS

IP化に対応したBTSで，屋内用の

IP－BTS，屋外用の高密度マルチバンド

BTSが開発されている．

d BS－DTM

OFFICEED用付加装置でIP－BTS間

の通信接続やハンドオーバの実行機能

を持つ．

f IPネットワーク機器およびIP伝送路

IPネットワーク機器として汎用のIP

ルータ，スイッチ機器を使用し，通信

のQoS制御や故障の際の迂回・切替制

御を行う．IP伝送路としてEthernet専

用線サービスや自社IPルータネットワ

ークなどが活用される．

4. あとがき
IP－based RANの目的，構成について

概説した．IP－based RAN導入によりネ

ットワークの経済化が図られるほか，

今後のFOMAサービスの高度化が期待

される．

以降，各装置の詳細について解説する．
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＊6 aTCA：PICMG (PCI Industrial Computer
Manufacturers Group) が策定したキャリア
（通信事業者）向け次世代通信機器の業界標
準規格．

＊7 ブレードサーバ：1枚の基板上にコンピュ
ータとして必要な要素を実装し，複数の基

板より構成されるサーバ．電源供給やLAN
などの機能を提供する筐体（シャーシ）に
搭載して使用される．

＊8 CGL：Unix系のオープンソースOSである
Linuxのビジネス利用を推進する組織OSDL
（Open Source Development Lab)が仕様を定め

た，通信事業に利用可能な高信頼性Linux．
＊9 CPRI：第3世代無線基地局の内部インタフ

ェース仕様．産業団体でもあるCPRIによっ
て規定されている．
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xGSN：serving/gateway General packet radio service Support Node 
MMS ：Mobile Multimedia switching System 
MPE（Multimedia signal Processing Equipment）：マルチメディア信号処理装置． 

図1 IP-based RAN構成
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